
第４回ジャンボ将棋大会

2019年9月22日（土）

10:00～15:00

吹田歴史文化まちづくりセンター 浜屋敷



第４回 将棋大会 予選の部（銀級）
予約開始から３０分で満席となり、
キャンセル待ちが５０名程出た。
来年はテントと机、将棋台を倍増し、
受け入れ人数を増やす計画。



↑金級（有段者）予選 年齢差も広い。↑

ジャンボ将棋の駒

阪田三吉名人愛用の盤と駒



浜屋敷の西の庭には、４面の盤がある。ジャンボ駒は１セットしかないので、今後増加が必要。

チームを組んで対戦する子供たち。
真剣に考えて、楽しそうに駒を進めていた。

日本将棋連盟から指導員が来てくれている。
子供たちの駒の進め方、陣の張り方を解説
してくれるので、将棋を知らない人でも楽しめる。

ジャンボ将棋駒の貸出依頼が増え続けている。
高槻市でも大規模な将棋大会が開催されるなど、
将棋の注目度が上がっている中、大きな駒を使った
この将棋大会は大きく注目されている。
当日は毎日新聞、Ｊ－ＣＯＭ、吹田市報の取材があった。



吹田市在住の浦野真彦八段
６人同時相手の詰将棋では、
相手に勝たせて詰め方や駒の
先読みをレクチャーしていた。

浦野八段による敢闘賞表彰



浦野八段による敢闘賞表彰

浦野八段による敢闘賞表彰 金級の部 優勝者表彰

金級の部 準優勝者表彰



吹田市の広報番組「お元気ですか！市民の皆さん」10月前半号で放送中。
阪田三吉の将棋盤、ジャンボ将棋大会の様子が映されている。



浜屋敷は家屋・庭園の手入れが素晴らしく、
ボランティアスタッフの方々の努力もあって
地域の住人が立ち寄る憩いの場となっている。
和室の時間貸しもあり、地域住人や一般人が
会合などでよく利用している。

庭の植物は和の植物が多いが、種はほとんど外来種。
オランダ政府に働きかけて、シーボルトが持ち帰った
種を分けてもらい、日本古来種の植物を育成する計画が
ある。
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